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仙台三高だより 

充実の瞬間，修学旅行 

１１月３０日（木）～１２月１日（金） 東京方面 

＜班別研修 訪問先の例（大学）＞ 

青山学院大学・お茶の水女子大学・学習院大学・北里大学・慶

應義塾大学・駒澤大学・首都大学東京・上智大学・千葉大学・

中央大学・帝京大学・電気通信大学・東京大学・東京医科大

学・東京医科歯科大学・東京海洋大学・東京経済大学・東京工

業大学・東京女子大学・東京農工大学・東京理科大学・日本大

学・一橋大学・法政大学・明治大学・明治学院大学・早稲田大

学 

○２年１組 橋本靖裕さん（東仙台中出身） 

 １日目の大学体感プログラムは，私たちに

とって，東大生の方々に勉強と部活動の両立方

法から受験勉強，苦手教科の勉強法に至るま

で，生の声を聞くことができた貴重な機会でし

た。また，「四十八時間以内に復習しないと記

憶できない」との話もあり，忙しい三高生に

とっては，授業の間に記憶することが大切だと

改めて思いました。このプログラムを無駄にし

ないように，これからもがんばりたいと思いま

す。 

 講師の加藤さんに積極的に質問する三高生 

○２年７組  郷家拓真さん（八乙女中出身） 

  私たちの班は班別研修で青山学院大学と読売

新聞社を訪問しました。青山学院大学では，教

授や在学生の方々から大学にまつわるお話を聞

き，大学の日常などを知ることができました。

また，読売新聞社では，普段入ることのできな

い編集の現場を見学することができ，新聞の製

作方法をクイズ形式で学びました。今回の修学

旅行では，これまでなかなか体験できないよう

なことを学ぶことができて，とても有意義な機

会となりました。 

 １１月３０日から１２月１日の１泊２日，２学年の生徒が東

京方面への修学旅行へ行ってきました。１日目は大学体感プロ

グラムと東京大学の見学，宿泊先では外務省国際機関人事セン

ターの加藤香子さんによる，国際機関で働くことに関しての講

演会が行われました。２日目には班別研修としてさまざまな大

学や企業・研究所などを訪問し，実際の仕事や研究の様子，大

学生活の日常や各企業が目指している方向性や理念など，多く

のことを学びました。２日間という短い期間ではありました

が，日常では経験することのできない多くのことを吸収し，そ

れぞれにとって充実した研修となりました。これを契機として

視野を広げ，世界へ向かって羽ばたいていく三高生の未来に大

いに期待したいものです。 



 ＳＳＨ中間報告会   

授業づくりプロジェクトフォーラム 
  １２月１９日（火）  

      １月の予定 
  
 ４日（木）センターリハーサル（３年・～５日） 
 ９日（火）全校集会・校内模試（１・２年） 
１０日（水）校内模試（２年） 
１３日（土）センター試験（～１４日） 
１４日（日）センターチャレンジ（２年）  
１９日（金）２年進研模試 
２０日（土）１・２年進研模試 
３１日（水）高校入試前期選抜   

輝かしい栄光の記録!! 

奨学金等進学資金ガイダンス 
１２月２３日（土）  

 １２月１９日，ＳＳＨ中間報告会兼授業づくりプロ

ジェクトフォーラムが本校を会場に実施されました。

本校において２期目となったＳＳＨ事業と，本校独自

の授業づくりへの取組や成果・課題の参観に，県内外

から１６０名を超える方々が来校されました。開会行

事では本校の授業づくりへの取り組みが紹介され，そ

の後の研究授業では１・２年生の授業が全て公開され

ました。また，大谷大学の荒瀬克己教授による探究学

習の効果についての講演，さらに広尾学園中学校・高

等学校の堀内陽介先生によるアクティブラーニング型

授業，かえつ有明中学校・高等学校の木之下瞬先生に

よるＰＢＬ（課題解決）型授業が本校理数科生徒を対

象に行われました。こうした実践は多くの参加者の関

心を集め，研究授業を受講した生徒達も真剣にかつ楽

しく取り組んでいました。授業後の教科ごとの研究協

議でも各校の取り組みや課題が話し合われるなど，ど

の参加者にとっても大変貴重な機会となりました。                   

←堀内陽介先生（広尾学園） 

 参加していただいた方に

多くのご感想・ご意見をい

ただきました。本当にあり

がとうございました。 

 さる１２月２３日に，大学進学に向けた奨学金制度と

進学前後の資金に関するガイダンスが，仙台三高の２学

年保護者を対象に開催されました。この企画は，今年度

より日本学生支援機構が始めた，奨学金制度および進学

資金計画の必要性の理解を深めるための事業で，派遣さ

れたスカラシップ・アドバイザーがその説明を行うもの

です。今回はファイナンシャルプランナーの荒川哲哉さ

ん（本校１２回生）による丁寧な説明が実施されました

が，ガイダンス終了後も参加した保護者の皆さんが質問

のために行列をつくるなど，とても有意義な時間となり

ました。 

３年生諸君，凱歌をあげろ！ 
センター試験２０１８ 

 来たる１月１３日（土）・１４日（日）の両日，いよい

よセンター試験となります。この日を迎えるにあたり３年

生は授業・課外・問題集に向き合い，さらに自分に向き合

いながら努力を重ねてきましたが，ついにその成果を発揮

する時が来ました。どの生徒も自分史上最高の結果を出す

ために，ギリギリまで決してあきらめることなく，三高生

らしく戦ってくれるはずです。勝ちに行け！３年生！ 

本校教員による研究授業 

第６４回宮城県高等学校英作文コンクール 

Ａ部門５位 佐藤優月（１年：台原中出身） 

 

第６１回日本学生科学賞宮城県審査委員会 
学校賞 仙台三高 

最優秀賞 藪貴（２年：北仙台中出身）・平間草太（２年：岩沼西中出身） 

最優秀賞 山田智也（２年：東仙台中出身）・圓谷修平（２年：七郷中出身） 

     永田紘規（２年：幸町出身） 

優秀賞 山田隼（２年：岩切中出身） 

 

サイエンスキャッスル２０１７東北大会 

最優秀賞 芦立美春（２年：成田中出身） 

研究奨励賞 仙台三高ＳＳＨクラブ 

 

第２７回日本クラシック音楽コンクール 

全国大会高校の部 

打楽器部門２位 菅野智洋（２年：西山中出身） 

○第６１回日本学生科学賞 県最優秀賞 藪貴さん・

平間草太さん 

 私たちは「人間の歩行とは何か」について，その複雑な
構造をより簡単に解析するため，受動歩行という重力によ

る力のみで緩やかな斜面を歩行する機構を使った実験を

行ってきました。その方向を段階ごとに分解したところ，

それぞれが繋がったサイクルになっていることを発見し，

それを数式化できたことが賞に繋がったと思います。今後

はより精密なデータ作りに挑戦したいと思います。 

木之下瞬先生（かえつ有明）→ 

←荒瀬克己教授（大谷大学） 


